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成⼈移⾏⽀援
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(⽇本⼩児科学会雑誌 127︓61〜78、 2023）



成⼈移⾏⽀援の概念図
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【⽇本⼩児科学会移⾏⽀援に関する提⾔作成ワーキンググループ委員会.⽇本⼩児科学会雑誌127（1）:61－67，2023】



⼩児科学会移⾏期医療の提⾔(2014年)
Q1.2014年に発表された⽇本⼩児科学会の移⾏期医療の

概念図で⽰されなかったものは次のうちどれですか︖

1. 完全に成⼈診療科のみに移⾏する
2. ⼩児科(従来の診療医)と成⼈診療科の両⽅にかかる
3. プライマリケア医(総合診療医)にかかり、必要に応じ

て成⼈専⾨診療科を併診する
4. ⼩児科(従来の診療医)に継続して受診する
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【 日本小児科学会 小児期発症疾患を有する患者の移行期医療に関する提言 より引用】

プライマリケア医(総合診療医)にかかり、必要
に応じて成⼈専⾨診療科を併診する
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⽇本臨床腫瘍学会
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プライマリケア連
合学会で移⾏期医
療を視野に検討し
てくださると約束

↓
「がん診療に関す
るプライマリ・ケ
アワーキンググル
ープ」
代表︓⻄明博先⽣



プライマリケア学会シンポジウム採択
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本年6⽉に浜松で開催
されるプライマリケア
連合学会で移⾏期医療
がシンポジウムとして
採択

l 東 光久先⽣
l 菅家 智史先⽣
l ⻄ 明博先⽣
と共同企画予定
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移⾏期医療⽀援センター
⼩児慢性特定疾病児童成⼈
移⾏期医療⽀援モデル事業
（国⽴成育医療研究センタ
ー賀藤均）

⇓
都道府県における移⾏期

医療⽀援体制構築



9

移⾏期医療⽀援センターのモデル



移⾏期医療⽀援センター
Q2.あなたの都道府県では成⼈期移⾏期医療⽀援センター

の移⾏⽀援コーディネーターとの連携はどうですか︖

1. 現在すでに⽇常的に連携している
2. 必要な時には連携可能である
3. 今のところ連携する予定はない
4. そもそも移⾏期医療⽀援センターがない
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⼩児慢性特定疾病児童⾃⽴⽀援事業と
成⼈移⾏期医療⽀援センターとの連携調査

研究実施計画書

研究責任者
愛媛県⽴医療技術⼤学保健科学部臨床検査学科 特命教授 ⽯⽥也⼨志

共同研究者
愛媛⼤学⼤学院医学系研究科 地域⼩児・周産期学講座 教授 檜垣⾼史
国⽴研究開発法⼈国⽴成育医療研究センター⽣命倫理研究室 室⻑ 掛江直⼦

横浜市⽴⼤学 医学部看護学科成⼈看護学 准教授 落合亮太

計画書作成⽇
2023年12⽉5⽇ 第1.0版作成
2024年1⽉11⽇ 第1.1版作成
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研究の概要
＜研究⽬的＞既存モデル事業で成⼈期移⾏期医療⽀援センターのある都道府

県において、⼩児慢性特定疾病児童⾃⽴⽀援⽀援員との連携の実態を調査
し、現状分析と課題抽出、課題解決へ向けた検討を⾏う。

＜研究デザイン＞
横断研究（Webアンケート調査）および半構造化⾯接

＜アンケート調査対象＞
既存7カ所の移⾏期医療⽀援センターのある都道府県の⾃⽴⽀援員374⼈

１．⼤阪府移⾏医療⽀援センター（⼤阪⺟⼦医療センター）
２．埼⽟県移⾏期医療⽀援センター（埼⽟県⽴⼩児医療センター）
３．千葉県移⾏期医療⽀援センター（千葉⼤学医学部付属病院）
４．かながわ移⾏期医療⽀援センター（国⽴病院機構箱根病院）
５．静岡県移⾏期医療⽀援センター（静岡県⽴こども病院）
６．⻑野県移⾏期医療⽀援センター（信州⼤学医学部附属病院）
７．東京都移⾏医療⽀援センター（東京都⽴⼩児総合医療センター
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実際の調査⼿順
１．第1段階︓研究班事務局から、研究対象候補の⾃

⽴⽀援員が属する各都道府県の担当部署に調査依
頼⽤紙をメール送付する。

２．第2段階︓調査依頼⽤紙(別紙1)を読み、研究参
加に同意した対象者は、1ヶ⽉以内にWebで回答を
記⼊し送付する。

３．第3段階︓研究事務局で回収率を確認する。
４．第4段階︓研究担当者に送付された回答をデータ
ベースにまとめ、データの解析を⾏う。

研究班事務局

研究事務局で集計

対象の⾃⽴⽀援員

協⼒依頼⽤紙の送付

都道府県の担当部署

Webで返送

５．第5段階︓⾃⽴⽀援員の中でWebアンケートで承諾の得られた⽅の中から、
１都道県に最低１⼈を選び、インタビュー調査に対する説明⽂書を送付し⽂書
で同意を得る。Zoomを使⽤して、半構造化⾯接で詳細をインタビューして、
インタビューによる質的データの結果を統合して分析を進める。
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調査依頼⽤紙
移⾏期医療⽀援センターと⾃⽴⽀援事業の連携に関するアンケート調査

ご協⼒のお願い

謹啓

中秋の候、ますます御健勝のこととお慶び申し上げます。

このたび、令和3-5年度補助金（難治性疾患等政策研究事業（難治性疾患政策研究事業））小児慢性特定疾病児童等の自立支援に資する研
究（研究代表者：檜垣高史）の分担研究「自立支援事業と移行期医療との連携における現状分析及び課題抽出」では、調査へのご協⼒をお願
いしております。

本研究班では、2015年(平成27年)から小児慢性特定疾病児童等（「小慢児童」）及びその家族の多様なニーズに応じた支援を提供する事業を
行っています。小慢児童の自立を支援するためには、小児慢性特定疾病児童等自立支援員（「自立支援員」）等が相談支援を通じて、ニーズや
課題を正確に把握し、医療・保健・福祉・教育・就労等の分野の専門職を含む関係者間で連携して対応していくべきと考えています。(中略)

つきましては、上記の趣旨をご理解いただき、ご協力いただける方は、2023年11月30日までに、（https://jp.surveymonkey.com/r /CHZXS25）
もしくは下図のQRコードへアクセスし、ご回答をいただければ幸いです。お忙しい中誠に恐れ入りますが、ご高配賜りたく、お願い申し上げます。

謹白

令和3-5年度補助金（難治性疾患等政策研究事業（難治性疾患政策研究事業））

小児慢性特定疾病児童等の自立支援に資する研究

研究代表者

愛媛大学大学院医学系研究科 地域小児・周産期学講座教授 檜垣高史
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Webアンケート調査調査項⽬
18項⽬(所要時間5-10分)︓
l 地域の移⾏期医療⽀援センター
l ⼩慢⾃⽴⽀援員になった時期 ●⽒名 ●職種、
l ⾃⽴⽀援員として働いている場所 ●主な対象疾患・領域、
l 成⼈期移⾏期医療⽀援コーディネーターとの連携、
l 成⼈移⾏⽀援の際のMSWとの連携
l 成⼈移⾏⽀援が提供可能な分野
l 成⼈移⾏⽀援の相談数
l 成⼈移⾏⽀援相談のあった分野
l 移⾏期医療⽀援センターとの連携希望点
l 移⾏期医療⽀援センターに対する意⾒
l ⾃⽴⽀援員として困っていること
l ⼩慢⾃⽴⽀援研究班への要望、移⾏⽀援全般についての意⾒
l Zoomでのインタビュー協⼒可否 ●メールアドレス
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Survey Monkey
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半構造化⾯接内容
⾃⽴⽀援員の中で⽂書で同意を得られた⽅に対する半構造化⾯接は、
Zoomを使⽤して実施する。インタビューは、研究責任者(⽯⽥)と共同研究
者の最低1⼈が⼀緒に⾏い、インタビュー内容をZoomの録画機能を使⽤し
て録画する。想定される主なインタビュー内容は以下の通りである。
① ⾃⽴⽀援員として現在困っていること、
② 成⼈期移⾏期医療⽀援コーディネーターとの連携の実際上の問題点
③ ⾃⽴⽀援員として、移⾏期医療との連携で必要と考えること
④ 成⼈移⾏⽀援全般についての意⾒
⑤ ⼩慢⾃⽴⽀援研究班(檜垣班)への要望

などを中⼼に約30分間インタビューする。今回のインタビュー内容に関し
て逐語訳などは作成せず、共同研究者間で内容について後⽇振り返りデスカ
ッションを⾏い、コンセンサスが得られた結果をまとめる。



18

IRB承認



19

今後の研究計画案
1.⼩児医療機関の成⼈移⾏⽀援の実態調査

l移⾏医療センターは⼩児科側と成⼈診療科側のどちら側に置く⽅がメ
リットが⼤きいと思われるか︖

lこれまでの移⾏⽀援の実績は︖
l現在の主な対象疾患・領域は︖他の分野にどう拡げていくのか︖
l移⾏⽀援コーディネーターと⼩慢⾃⽴⽀援員との連携はあるか︖
l連携先をある程度施設限定して始める⽅が良いか︖広くどこでも対象

にする⽅が良いか︖
l⼩慢⾃⽴⽀援事業と連携して欲しい点は︖
l苦労している点、困っている点は︖

2. 各専⾨分野(サブスペシャリティ)別の移⾏医療の⽅針の違い
l各学会のガイドラインの内容調査
l各学会移⾏医療委員会に対するアンケート調査
l⼩慢⾃⽴⽀援事業との連携が可能な点
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全国⼩児医療機関の成⼈移⾏⽀援の実態
31項⽬(所要時間10-15分)︓
・施設名 ・施設分類 ・回答者⽒名 ・E-mailアドレス
・専⾨分野 ・施設の住所 ・移⾏期医療⽀援センターの連携
・移⾏期⽀援外来 ・設⽴時期 ・専任スタッフ ・職種
・専任以外のスタッフ ・移⾏⽀援の分野
・成⼈移⾏連絡先 ・移⾏受け⼊れ先の⼀覧 ・施設限定
・移⾏期医療⽀援センターに対する意⾒ ・MSWとの連携
・移⾏⽀援内容 ・年間対象者数 ・移⾏⽀援実績のある分野
・成⼈転科成功割合
・領域拡⼤の意向 ・領域拡⼤の困難な理由
・移⾏⽀援外来の運営で困っていること ・移⾏⽀援外来の特⻑
・⼩慢⾃⽴⽀援事業の認知 ・⾃⽴⽀援員との連携
・⾃⽴⽀援事業との連携希望 ・⼩慢⾃⽴⽀援研究班への要望
・移⾏⽀援全般についての意⾒


